
戸田 5/30 ～ 6/4 当地巧者の小坂尚哉、
決定力ある井上忠政が中心

ＲＢ大宮アルディージャカップ
小坂尚哉は当地好相性。鋭いさ
ばきでまとめてくる。井上忠政
も当地は初Ｖを達成した水面
で、昨年10月のダービーでＳ
Ｇ初出場した思い入れのある水
面。攻めのハンドルでＶ争いを
演じる。安定感ある走りが魅力
の渡辺浩司や、今年２Ｖと好調
な田中和也も侮れない。伸びを
引き出す渡邉雄朗も怖い。

◎ 小坂　尚哉 井上　忠政

○ 渡辺　浩司 田中　和也

△ 永井　彪也 近江　翔吾

× 小山　　勉 安達　裕樹

注 吉川　昭男 渡邉　雄朗

江戸川 5/16 ～ 19 実力の関浩哉か？　水面
経験◎の山本寛久と対決創刊70周年記念

第１回大阪サンケイスポーツ杯 関浩哉は当地戦は昨年５月に荒
天短縮節で４戦全勝の完全Ｖと
いう経験がある。実力も当節屈
指とはなるが…、水面適性は◎
というタイプではない。当地戦
の経験値なら山本寛久がナンバ
ーワンで、過去19優出４Ｖの
実績が光る。井上一輝も当地戦
は昨年７月にＧⅡ戦、今年１月
は周年戦で優出と相性良好。

◎ 山本　寛久 関　　浩哉

○ 飛田　江己 井上　一輝

△ 藤田　俊祐 若林　樹蘭

× 永田　啓二 松井　洪弥

注 若林　義人 江夏　　満

江戸川 5/23 ～ 28 江戸川巧者が集結する
名物企画シリーズ！

８代目江戸川番長決定戦
全国屈指の難水面・江戸川で、
好成績を残す選手を多く集めて
行われる企画戦。昨年７月にＧ
Ⅱ戦を制し、江戸川は「地元」と
も公言する当地最強の一角であ
る片橋幸貴が主役候補。山口達
也もこだわりのチルトマイナス
調整で当地の機出しはお手の
物。地元勢では『江戸川３割増
し』筆頭の桑原将光が大将格。

◎ 片橋　幸貴 山口　達也

○ 桑原　将光 是澤　孝宏

△ 黒柳　浩孝 若林　樹蘭

× 村越　　篤 森作　雄大

注 寺島　吉彦 佐藤謙史朗

桐生 5/17 ～ 21 地力上位の磯部誠が中心
地元初Ｖに挑む大澤風葵第８回

赤城カントリー倶楽部杯 磯部誠は常滑の正月開催、３月
のＧⅠ71周年で優勝し、今年は
上々の滑り出しを見せている。
安河内健は勝率７点ペースでリ
ズムが良く、今回こそ桐生で好
成績を残して帰りたい。地元期
待はトップルーキーの大澤風
葵。Ｆ２の休み明けでスタート
は慎重になるだろうが、コーナ
ー勝負で桐生初Ｖに挑戦する。

◎ 磯部　　誠 大澤　風葵

○ 安河内　健 金児　隆太

△ 小山　　勉 野村　　誠

× 重木　輝彦 長岡　良也

注 田中　　豪 宇佐見　淳

平和島 5/11 ～ 16 大池佑来を中心に、松村
敏も当地相性は悪くない

第70回スポーツニッポン杯
地元メンバーの中核を成すのは
大池佑来。走り慣れた水面での
縦横無尽な活躍に期待する。周
年制覇の実績がある当地は、松
村敏にとっても好相性。実績上
位メンバーとして平尾崇典、桑
原悠、更には坂口周の奮起にも
注目を。永田秀二はスタートこ
そ早くないが、夏の平和島＝ポ
チャつく水面を乗りこなす。

◎ 大池　佑来 松村　　敏

○ 平尾　崇典 桑原　　悠

△ 坂口　　周 永田　秀二

× 高倉　和士 下寺　秀和

注 前原　大道 倉持　莉々

桐生 ５/10～ 13 宮之原輝紀、大上卓人が
実績上位の柳沢一を急追

第28回東京スポーツ杯
ＳＧ１Ｖ、ＧⅠ４Ｖで実績上位
の柳沢一だが、近況の成績は今
ひとつ。当地のＧⅢ、ルーキー
ＳでＶ歴のある宮之原輝紀、大
上卓人や中田竜太、豊田健士郎
も差はなく、激戦ムードだ。好
調な浜先真範は来期Ａ１級復帰
が有力。長谷川晴哉は桐生での
ペラ調整がはまっており、近況
はよくエンジンを出している。

◎ 柳沢　　一 宮之原輝紀

○ 大上　卓人 中田　竜太

△ 豊田健士郎 杉山　貴博

× 東本　勝利 高橋　竜矢

注 浜先　真範 長谷川晴哉

桐生 5/25 ～ 30 菊地孝平が一般戦で圧倒
金子拓矢の奮起にも注目

ＭＢＰ津幡開設12周年記念
ＳＧ級の菊地孝平が不動の軸。
昨年ＧＰトライアルＦの罰則で
一般戦に登場となったが、当地
では16年のメモリアルでＶ実
績があり、格の違いをまざまざ
と見せつける。金子拓矢は６月
の周年を走れず、その悔しさを
晴らす節としたい。森定晃史は
３月の当地Ｖ。近況安定感があ
るのは西村拓也と山本寛久だ。

◎ 菊地　孝平 金子　拓矢

○ 森定　晃史 西村　拓也

△ 山本　寛久 野口　勝弘

× 谷津　幸宏 岡村　慶太

注 寺本　重宣 庄司樹良々

戸田 5/15 ～ 20 決定力断然の
菊地孝平がＶ候補

マスターズリーグ第１戦
豪華なメンバーがそろったが、
その中でも菊地孝平の決定力が
断然。当地はやや苦手にしてい
るが、スタート、さばきで圧倒
するはず。地元の中澤和志は当
地18Ｖ。近況復調している須
藤博倫も地の利を生かしてＶ争
いに加わる。萩原秀人や中辻崇
人もさばきは安定。当地ＳＧＶ
歴がある重野哲之も侮れない。

◎ 菊地　孝平 中澤　和志

○ 萩原　秀人 須藤　博倫

△ 中辻　崇人 重野　哲之

× 飯島　昌弘 三角　哲男

注 仲口　博崇 吉田　俊彦
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浜名湖 5/28 ～ 6/2 82期トリオの牙城を
堀本和也が崩しにかかるＢＴＳ岩間21周年記念　

サンケイスポーツ杯 赤岩善生、中澤和志、横澤剛治
と82期トリオの存在感が際立
つ。中でも優勝に最も近いのは、
赤岩だ。妥協を許さない調整手
腕でエンジンを最大限に引き出
し気迫の走りをみせる。橫澤は
21年10月以来の地元Ｖへ全力
を尽くす。堀本和也は標準仕様
とピット離れ仕様の調整を使い
分けてＶ争いに加わる。

◎ 赤岩　善生 横澤　剛治

○ 中澤　和志 堀本　和也

△ 江夏　　満 大澤　風葵

× 山下　和彦 後藤　正宗

注 池田　雄一 田中　駿兵

浜名湖 5/15 ～ 20 平本真之と土屋智則が
ツートップを形成にっぽん未来プロジェクト競走

in浜名湖 平本真之と土屋智則、次節に丸
亀オールスターを控える両者が
しのぎを削る。白熱の優勝争い
となることは必至だが、いずれ
にせよいい結果を残してオール
スターに弾みを付けたい。２人
に続くのが太田和美。浜名湖の
一般戦を走るのは18年５月以来
と、７年ぶり。すっかり円熟味
を増した取り口で魅了する。

◎ 平本　真之 土屋　智則

○ 太田　和美 下條雄太郎

△ 和田　兼輔 黒井　達矢

× 青木　玄太 安河内　将

注 中村　　尊 前沢　丈史

多摩川 6/1 ～ 6 守屋美穂が中心も
鎌倉涼は差のない争いＧⅢオールレディース

リップルカップ 多摩川との相性に実績も加味す
れば中心となるのは守屋美穂と
鎌倉涼。ただ、守屋は昨年オー
ルスターの準優、鎌倉は一昨年
のオール女子戦の優勝戦でＦを
切っていて、それぞれスタート
が課題になる。中谷朋子はダッ
シュ水域からでも果敢に握って
レースを作る。廣中智紗衣、富
樫麗加らが遠征勢を迎え撃つ。

◎ 守屋　美穂 鎌倉　　涼

○ 中谷　朋子 宇野　弥生

△ 清埜　翔子 落合　直子

× 廣中智紗衣 富樫　麗加

注 勝浦　真帆 今井　美亜

蒲郡 5/31 ～ 6/6 主力陣の実力伯仲で舟券
推理が楽しみな７日制スポーツニッポン杯争奪　

蒲郡ボート大賞 速攻力が自慢の山田哲也は前期
の平均ＳＴはコンマ10。発順
も1.7と常にスリットをリード
している。伊藤将吉もスタート
の精度は高く１着の多いタイ
プ。地元からは山崎哲司が地の
利を生かして受けて立つ。最後
に枝尾賢は脳梗塞からの復帰戦
（若松）で優出４着。ここは４節
目で割り引く要素は少ない。

◎ 山田　哲也 伊藤　将吉

○ 柴田　　光 枝尾　　賢

△ 黒井　達矢 山崎　哲司

× 吉川　貴仁 長尾　章平

注 加藤　翔馬 竹間　隆晟

多摩川 5/25 ～ 29 実績上位の太田和美VS
是政最強の三角哲男

第11回ホットマンカップ
ＳＧ７冠、21回のＧⅠ優勝を
誇る太田和美の実績断然。三角
哲男は３回のＧⅠ戦を含め多摩
川最多18回の優勝を誇る。こ
の２人に割って入るなら久田敏
之。前回の多摩川では、ワース
ト級のエンジンを引きながらも
優出を果たした。柔軟なコーナ
ーワークが魅力の須藤博倫、積
極性もある重野哲之にも注目。

◎ 太田　和美 三角　哲男

○ 久田　敏之 須藤　博倫

△ 重野　哲之 和田　兼輔

× 松井　洪弥 中山　雄太

注 石田　政吾 金子　和之

蒲郡 5/22 ～ 26 仲谷颯仁と渡辺浩司の
福岡コンビが一歩リード第６回愛知・名古屋アジア・

アジアパラ大会協賛競走 Ｆ休み明けの仲谷颯仁だが、前
期は７優出３Ｖとリズムは悪く
なかった。ここもスピードター
ンで魅了する。スタートの速い
渡辺浩司もＶ候補の一人。上條
嘉嗣は３月に３連続Ｖを挙げ
た。パンチのある仕上がりは脅
威だ。坂口周、白神優も地力は
高い。地元は北川潤二、一色凌
雅が奮闘を誓う。

◎ 仲谷　颯仁 渡辺　浩司

○ 上條　嘉嗣 坂口　　周

△ 北川　潤二 白神　　優

× 森野　正弘 有賀　達也

注 中村　魁生 岡　　祐臣

多摩川 5/17 ～ 21 桐生順平を筆頭に
超豪華メンバーが集結

第61回デイリースポーツ賞
ＳＧ常連が数多くそろっている
が、桐生順平の実績が断然。昨
年は地元戸田でダービーを制し
て、住之江グランプリでも準優
勝。今年はまだ記念の優勝はな
いが、好ペースを維持。桐生の
独走に待ったをかけるのは艇界
屈指の整備巧者・赤岩善生、卓
越したターンスピードを誇る椎
名豊、上條暢嵩も好勝負。

◎ 桐生　順平 赤岩　善生

○ 椎名　　豊 上條　暢嵩

△ 重成　一人 吉田　裕平

× 渡邉　雄朗 木谷　賢太

注 馬場　　剛 柳内　敬太

蒲郡 5/14 ～ 18 池田浩二が主役も新田雄史、
深谷知博もＶ圏内グルーンがまごおり開設記念

蒲郡市長杯 次節にオールスター（丸亀）を控
えているのが池田浩二、深谷知
博、吉田拡郎の３選手。ここに
新田雄史を加えたＳＧ戦士達で
優勝が争われるだろう。その中
でも筆頭は池田。常に８点勝率
をマークしており、崩れること
を知らない。印は回らなかった
が当地でデビュー初Ｖを飾った
藤森陸斗も軽視は禁物だ。

◎ 池田　浩二 新田　雄史

○ 深谷　知博 吉田　拡郎

△ 北野　輝季 藤原　碧生

× 渡邊雄一郎 石倉　洋行

注 谷野　錬志 鈴谷　一平

レース場担当者
桐　生：スポーツ報知・佐々木伸
戸　田：ガイド・長谷川
江戸川：ガイド・野添
平和島：ガイド・長船
多摩川：ガイド・吉田
浜名湖：ＭＯＣＨＩ
蒲　郡：スポーツ報知・太田和良
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浜名湖 5/28 ～ 6/2 82期トリオの牙城を
堀本和也が崩しにかかるＢＴＳ岩間21周年記念　

サンケイスポーツ杯 赤岩善生、中澤和志、横澤剛治
と82期トリオの存在感が際立
つ。中でも優勝に最も近いのは、
赤岩だ。妥協を許さない調整手
腕でエンジンを最大限に引き出
し気迫の走りをみせる。橫澤は
21年10月以来の地元Ｖへ全力
を尽くす。堀本和也は標準仕様
とピット離れ仕様の調整を使い
分けてＶ争いに加わる。

◎ 赤岩　善生 横澤　剛治

○ 中澤　和志 堀本　和也

△ 江夏　　満 大澤　風葵

× 山下　和彦 後藤　正宗

注 池田　雄一 田中　駿兵

浜名湖 5/15 ～ 20 平本真之と土屋智則が
ツートップを形成にっぽん未来プロジェクト競走

in浜名湖 平本真之と土屋智則、次節に丸
亀オールスターを控える両者が
しのぎを削る。白熱の優勝争い
となることは必至だが、いずれ
にせよいい結果を残してオール
スターに弾みを付けたい。２人
に続くのが太田和美。浜名湖の
一般戦を走るのは18年５月以来
と、７年ぶり。すっかり円熟味
を増した取り口で魅了する。

◎ 平本　真之 土屋　智則

○ 太田　和美 下條雄太郎

△ 和田　兼輔 黒井　達矢

× 青木　玄太 安河内　将

注 中村　　尊 前沢　丈史

多摩川 6/1 ～ 6 守屋美穂が中心も
鎌倉涼は差のない争いＧⅢオールレディース

リップルカップ 多摩川との相性に実績も加味す
れば中心となるのは守屋美穂と
鎌倉涼。ただ、守屋は昨年オー
ルスターの準優、鎌倉は一昨年
のオール女子戦の優勝戦でＦを
切っていて、それぞれスタート
が課題になる。中谷朋子はダッ
シュ水域からでも果敢に握って
レースを作る。廣中智紗衣、富
樫麗加らが遠征勢を迎え撃つ。

◎ 守屋　美穂 鎌倉　　涼

○ 中谷　朋子 宇野　弥生

△ 清埜　翔子 落合　直子

× 廣中智紗衣 富樫　麗加

注 勝浦　真帆 今井　美亜

蒲郡 5/31 ～ 6/6 主力陣の実力伯仲で舟券
推理が楽しみな７日制スポーツニッポン杯争奪　

蒲郡ボート大賞 速攻力が自慢の山田哲也は前期
の平均ＳＴはコンマ10。発順
も1.7と常にスリットをリード
している。伊藤将吉もスタート
の精度は高く１着の多いタイ
プ。地元からは山崎哲司が地の
利を生かして受けて立つ。最後
に枝尾賢は脳梗塞からの復帰戦
（若松）で優出４着。ここは４節
目で割り引く要素は少ない。

◎ 山田　哲也 伊藤　将吉

○ 柴田　　光 枝尾　　賢

△ 黒井　達矢 山崎　哲司

× 吉川　貴仁 長尾　章平

注 加藤　翔馬 竹間　隆晟

多摩川 5/25 ～ 29 実績上位の太田和美VS
是政最強の三角哲男

第11回ホットマンカップ
ＳＧ７冠、21回のＧⅠ優勝を
誇る太田和美の実績断然。三角
哲男は３回のＧⅠ戦を含め多摩
川最多18回の優勝を誇る。こ
の２人に割って入るなら久田敏
之。前回の多摩川では、ワース
ト級のエンジンを引きながらも
優出を果たした。柔軟なコーナ
ーワークが魅力の須藤博倫、積
極性もある重野哲之にも注目。

◎ 太田　和美 三角　哲男

○ 久田　敏之 須藤　博倫

△ 重野　哲之 和田　兼輔

× 松井　洪弥 中山　雄太

注 石田　政吾 金子　和之

蒲郡 5/22 ～ 26 仲谷颯仁と渡辺浩司の
福岡コンビが一歩リード第６回愛知・名古屋アジア・

アジアパラ大会協賛競走 Ｆ休み明けの仲谷颯仁だが、前
期は７優出３Ｖとリズムは悪く
なかった。ここもスピードター
ンで魅了する。スタートの速い
渡辺浩司もＶ候補の一人。上條
嘉嗣は３月に３連続Ｖを挙げ
た。パンチのある仕上がりは脅
威だ。坂口周、白神優も地力は
高い。地元は北川潤二、一色凌
雅が奮闘を誓う。

◎ 仲谷　颯仁 渡辺　浩司

○ 上條　嘉嗣 坂口　　周

△ 北川　潤二 白神　　優

× 森野　正弘 有賀　達也

注 中村　魁生 岡　　祐臣

多摩川 5/17 ～ 21 桐生順平を筆頭に
超豪華メンバーが集結

第61回デイリースポーツ賞
ＳＧ常連が数多くそろっている
が、桐生順平の実績が断然。昨
年は地元戸田でダービーを制し
て、住之江グランプリでも準優
勝。今年はまだ記念の優勝はな
いが、好ペースを維持。桐生の
独走に待ったをかけるのは艇界
屈指の整備巧者・赤岩善生、卓
越したターンスピードを誇る椎
名豊、上條暢嵩も好勝負。

◎ 桐生　順平 赤岩　善生

○ 椎名　　豊 上條　暢嵩

△ 重成　一人 吉田　裕平

× 渡邉　雄朗 木谷　賢太

注 馬場　　剛 柳内　敬太

蒲郡 5/14 ～ 18 池田浩二が主役も新田雄史、
深谷知博もＶ圏内グルーンがまごおり開設記念

蒲郡市長杯 次節にオールスター（丸亀）を控
えているのが池田浩二、深谷知
博、吉田拡郎の３選手。ここに
新田雄史を加えたＳＧ戦士達で
優勝が争われるだろう。その中
でも筆頭は池田。常に８点勝率
をマークしており、崩れること
を知らない。印は回らなかった
が当地でデビュー初Ｖを飾った
藤森陸斗も軽視は禁物だ。

◎ 池田　浩二 新田　雄史

○ 深谷　知博 吉田　拡郎

△ 北野　輝季 藤原　碧生

× 渡邊雄一郎 石倉　洋行

注 谷野　錬志 鈴谷　一平

レース場担当者
桐　生：スポーツ報知・佐々木伸
戸　田：ガイド・長谷川
江戸川：ガイド・野添
平和島：ガイド・長船
多摩川：ガイド・吉田
浜名湖：ＭＯＣＨＩ
蒲　郡：スポーツ報知・太田和良
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三国 5/13 ～ 18 王者松井繁参戦も
強豪揃いのシリーズ！にっぽん未来プロジェクト

競走in三国 男女混合の６日間による一般
戦。注目はもちろん、松井繁。
言わずもがなの実力者。水面の
相性も良い絶対王者が躍動す
る。ただ相手も強力。当地５節
連続優出中の秋元哲や、今年唐
津の周年で２度目のＧⅠを制し
た末永和也、安定感光る杉山裕
也、昨年は６Ｖの松田大志郎な
ど伏兵多数で見所満載だ。

◎ 松井　　繁 秋元　　哲

○ 末永　和也 杉山　裕也

△ 松田大志郎 河村　　了

× 高野　哲史 小池　修平

注 中川　りな 藤堂　里香

常滑 5/30 ～ 6/3 速攻力に勝る大上卓人が
Ｖを射止めるかスポーツ報知杯争奪

第16回ビクトリーカップ 速攻自慢の大上卓人は今年一般
戦２優勝。攻め一辺倒ではなく、
柔軟な立ち回りも増えた現況の
走りは主役にふさわしい。４月
20日時点、江口晃生は今年全
てのレースで優出の安定感。こ
こでも崩れるシーンは浮かばな
い。ネームバリューなら中島孝
平に服部幸男。復調著しい興津
藍にも熱い視線を。

◎ 大上　卓人 江口　晃生

○ 中島　孝平 興津　　藍

△ 服部　幸男 佐藤　大介

× 古澤　光紀 中村　　尊

注 砂長　知輝 吉田　俊彦

三国 5/22 ～ 26 コース取りから注目！　
大混戦の６日間節！

三国巧者決定戦
タイトル通り、三国に実績のあ
る選手が多数参戦する６日間
節。注目すべきは地元の松田
祐季。今年は２節走って共に優
出。２月の周年では準優勝だっ
た。17優勝を飾っている地元、
ここは譲れぬ戦いだ。果敢なコ
ース取りをする選手も多くいる
中、今年優出ラッシュの江口晃
生が相手筆頭か。

◎ 松田　祐季 江口　晃生

○ 梶野　学志 永田　秀二

△ 澤田　尚也 前田　　滉

× 松尾　　拓 渡邊雄一郎

注 土山　卓也 天野　晶夫

津 6/1 ～ 4 瀬戸の怪人・平尾崇典の
技がシリーズ制圧するか津ＰＲ

第１戦ウイナーズバトル 今年の中国地区選では優出と、
地力を見せた平尾崇典。位置不
問のレース運びは常に脅威、一
般戦を走ればＶ最右翼から外れ
ない。攻撃的に走る君島秀三が
対抗格だが、丸岡正典も好ペー
スで、今年は勝負強さも戻って
おり、再びＳＧ戦線へ舞い戻る
チャンスをうかがっている。岡
祐臣も地元連続Ｖへ挑戦。

◎ 平尾　崇典 君島　秀三

○ 丸岡　正典 金田　　諭

△ 梶野　学志 渡邊雄一郎

× 是澤　孝宏 岡　　祐臣

注 馬袋　義則 松尾　　充

津 5/17 ～ 22 エース井口佳典の前へ
幾多もの強豪が仁王立ち

三交マキシーカップ
トップメンバーはＳＧクラスが
ずらりと並んだ。それでも地元
エース井口佳典に期待がかか
る。ダービー勝率へ正念場の初
夏を迎えてきた。石野貴之は本
調子とはほど遠いものの、期が
変われば攻め方も強気になれる
はず。前田将太、上野真之介、
定松勇樹と九州勢は強力だが、
水面実績は河合佑樹が一枚上。

◎ 井口　佳典 石野　貴之

○ 前田　将太 河合　佑樹

△ 上野真之介 定松　勇樹

× 野中　一平 黒野　元基

注 原田才一郎 吉川　貴仁

津 5/26 ～ 29 存在感出色の田中信一郎
が縦横無尽に創刊70周年記念

サンケイスポーツ杯 まだまだ健在、田中信一郎が圧
倒的な実績をひっさげて登場。
イン戦の強さは衰えなし、大ベ
テランの域に達してきたが中心
不動として短期決戦をリードす
る。河村了に平田忠則といった
安定銘柄が田中に迫るが、期待
をかけたいのが地元ホープの中
山翔太。近い将来に記念へデビ
ューできる逸材が真っ向勝負。

◎ 田中信一郎 河村　　了

○ 平田　忠則 里岡　右貴

△ 秋元　　哲 和田　拓也

× 重木　輝彦 後藤　翔之

注 中山　翔太 立間　充宏

三国 6/1 ～ 6 地元の下出卓矢が
混戦を断つ！日本財団会長賞 

第49回九頭龍賞 男女混合の６日間シリーズ。混
戦ムードも地元の下出卓矢を主
軸に推す。昨年地元周年記念初
制覇。近況は伸びに振るだけで
はなくバランスを取る調整も行
い、枠によって柔軟に対応して
結果を残している。勝手知る水
面でシリーズをリードしてい
く。三国はドル箱水面、田口節
子が相手の筆頭格。

◎ 下出　卓矢 田口　節子

○ 池永　　太 森永　　淳

△ 鈴木　　博 秦　　英悟

× 中嶋健一郎 松山　将吾

注 中野　仁照 竹腰　正樹

常滑 5/22 ～ 26 総合力高い大池佑来が
シリーズを引っ張る第33回

４Ｋソリューションカップ 大本命不在の混戦シリーズ。そ
んな中で主役に推すのは安定感
のある大池佑来。出足を仕上げ、
軽快なフットワークでシリーズ
をけん引するか。攻めのレース
を展開する中嶋健一郎もＶの有
力候補。勢いに乗ったら本当に
強い。地元で迎え撃つ杉山裕也
に、Ｓ力が魅力の松村敏。今年
２Ｖの岩永雅人が覚醒だ。

◎ 大池　佑来 中嶋健一郎

○ 杉山　裕也 松村　　敏

△ 岩永　雅人 小野　達哉

× 東本　勝利 高井　雄基

注 三浦　敬太 河野　真也
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びわこ 5/18 ～ 23 篠崎元志が湖面を躍動　
快速攻勢で菅章哉が迫るボートピア京都やわた

開設18周年記念 11年の当地周年でＧⅠ初制覇
を飾った篠崎元志は一昨年、昨
年も当地周年は２年連続で準
Ｖ。一般戦クラスならＶ戦線を
引っ張るのは間違いない。４月
津周年で悲願のＧⅠ初Ｖを遂げ
た菅章哉は本領の快速仕立てで
アタック。古結宏、小坂尚哉の
兵庫コンビや武田光史、近江翔
吾らもＶ争いに加わる。

◎ 篠崎　元志 菅　　章哉

○ 古結　　宏 小坂　尚哉

△ 武田　光史 近江　翔吾

× 原田　篤志 中村　有裕

注 村上　　遼 上田　健太

尼崎 5/10 ～ 15 中野次郎が
ルーキー組を迎え撃つ第36回

サンスポグリーンカップ争奪戦 安定感がある中野次郎がシリー
ズの主役を張る。変幻自在のハ
ンドルに注目。藤岡俊介は地元
で遠征陣に好き勝手はさせられ
ない。フレッシュパワーで迫る
常住蓮、松本純平、前田滉が躍
動する。近況上昇度なら鈴木勝
博や末永祐輝が波乱の目となる。
上村純一と麻生慎介はリズムを
上げて巻き返したいところ。

◎ 中野　次郎 鈴木　勝博

○ 藤岡　俊介 末永　祐輝

△ 常住　　蓮 森永　　淳

× 松本　純平 上村　純一

注 前田　　滉 麻生　慎介

びわこ 5/29 ～ 6/1 深川真二が剛腕発揮！　
藤山翔大も仕上げに自信

キリンカップ2025
深川真二は22年の周年記念Ｖ
を含め当地特別戦での実績は豊
富。陰りのない剛腕さばきで５
回目の当地Ｖを目指す。ただ、
当地では仕上げに自信たっぷり
の藤山翔大は怖い存在。齊藤仁
や桑原悠、若林将、山田祐也ら
ＧⅠ覇者の面々もＶ候補の一角
で、吉川喜継、青木玄太は地元
の意地を示したいところ。

◎ 深川　真二 藤山　翔大

○ 齊藤　　仁 桑原　　悠

△ 若林　　将 山田　祐也

× 吉川　喜継 青木　玄太

注 中村　晃朋 小池　哲也

鳴門 5/17 ～ 21 実力者のそろう
男女混合戦

日本トーター杯競走
５日間の男女混合戦の主力に実
力者がそろった。男子はＳＧ覇
者の茅原悠紀と、地元のエース
級になってきた島村隆幸が２
強。シャープな走りでＶ争いを
演じる。女子には田口節子のビ
ッグネームがある。強敵男子相
手でも互角の戦いをみせるは
ず。岡村慶太は自由自在の攻め
運びで主役を狙う。

◎ 茅原　悠紀 島村　隆幸

○ 田口　節子 岡村　慶太

△ 白水　勝也 牧　　宏次

× 伊藤　将吉 権藤　俊光

注 中岡　正彦 藤山　翔大

住之江 5/13 ～ 18 瓜生正義、今垣光太郎の
ＳＧ覇者が中心スポニチ杯争奪

第59回なにわ賞 瓜生正義、今垣光太郎が参戦。
実力から考えてもこの両者が不
動の主役で間違いない。対抗格
は久田敏之、金子拓矢。両者と
もに実力は確かでエンジン次第
では逆転の目も十分。地元勢で
は馬野耀、石本裕武に期待。特
に石本は自身の最高勝率を更新
するなど近況充実。強敵揃うこ
の舞台でも楽しみな存在だ。

◎ 瓜生　正義 今垣光太郎

○ 久田　敏之 金子　拓矢

△ 横澤　剛治 北川　潤二

× 岡　　祐臣 末永　由楽

注 馬野　　耀 石本　裕武

住之江 5/24 ～ 28 木下翔太が
遠征勢を迎え撃つ報知杯争奪

第43回全国地区選抜戦 地元勢で大将格となるのは木下
翔太。近年は大舞台での活躍か
ら遠ざかっているが３度のＳＧ
優出歴があるように底力は文句
なし。23年12月以来となる優
勝を目指して気合の走りに期待
だ。萩原秀人、佐々木康幸、前
沢丈史は当地で複数回の優勝実
績がある。コース相性は良好で
覇権を争う。

◎ 木下　翔太 萩原　秀人

○ 佐々木康幸 前沢　丈史

△ 松崎祐太郎 高野　哲史

× 永田　啓二 尾上　雅也

注 高憧　四季 関野　　文

尼崎 5/24 ～ 29 地元の尾嶋一広に
期待を込める第24回

報知ローズカップ争奪戦 尾嶋一広が走り慣れた地元水面
で躍動する。ＧＷ開催に登場し
て調整面ではアドバンテージが
あり期待大。小池修平、井上一
輝の大阪コンビが迫る。仲口博
崇は手堅いハンドリングで魅せ
る。作間章は２月Ｖ以来の登場。
あの時のように好エンジンを駆
りたい。なお、近藤来希が地元
でデビュー戦を迎える。

◎ 尾嶋　一広 石塚　久也

○ 小池　修平 下條雄太郎

△ 井上　一輝 今泉　友吾

× 仲口　博崇 若林　義人

注 作間　　章 飛田　江己

尼崎 5/18 ～ 22 好メンバー集結も
原田幸哉、片岡雅裕がけん引「Ｂ面の神戸」ええとこええとこ

ＢＴＳ神戸新開地杯 原田幸哉は昨年６月のグラチャ
ン以来の参戦。一般戦であれば
Ｖ候補筆頭だ。片岡雅裕は23
年７月ＧⅡボートレース甲子園
でＶを飾り全グレード制覇を遂
げたメモリアル水面で対抗格と
なる。成長が著しい中田竜太。
大峯豊は尼崎巧者。地元の和田
拓也も気合が入る。近況好調の
平田忠則、田中和也を要警戒。

◎ 原田　幸哉 平田　忠則

○ 片岡　雅裕 田中　和也

△ 中田　竜太 里岡　右貴

× 大峯　　豊 吉川　昭男

注 和田　拓也 山下　和彦

レース場担当者
常　滑：とこなめ情報　土井勇士
　津　：中日スポーツ・高橋
三　国：実況アナウンサー・高橋敬亮
びわこ：サンケイスポーツ・倉橋智宏
住之江：安達弘持
尼　崎：日刊・北條直治
鳴　門：報知・田代
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びわこ 5/18 ～ 23 篠崎元志が湖面を躍動　
快速攻勢で菅章哉が迫るボートピア京都やわた

開設18周年記念 11年の当地周年でＧⅠ初制覇
を飾った篠崎元志は一昨年、昨
年も当地周年は２年連続で準
Ｖ。一般戦クラスならＶ戦線を
引っ張るのは間違いない。４月
津周年で悲願のＧⅠ初Ｖを遂げ
た菅章哉は本領の快速仕立てで
アタック。古結宏、小坂尚哉の
兵庫コンビや武田光史、近江翔
吾らもＶ争いに加わる。

◎ 篠崎　元志 菅　　章哉

○ 古結　　宏 小坂　尚哉

△ 武田　光史 近江　翔吾

× 原田　篤志 中村　有裕

注 村上　　遼 上田　健太

尼崎 5/10 ～ 15 中野次郎が
ルーキー組を迎え撃つ第36回

サンスポグリーンカップ争奪戦 安定感がある中野次郎がシリー
ズの主役を張る。変幻自在のハ
ンドルに注目。藤岡俊介は地元
で遠征陣に好き勝手はさせられ
ない。フレッシュパワーで迫る
常住蓮、松本純平、前田滉が躍
動する。近況上昇度なら鈴木勝
博や末永祐輝が波乱の目となる。
上村純一と麻生慎介はリズムを
上げて巻き返したいところ。

◎ 中野　次郎 鈴木　勝博

○ 藤岡　俊介 末永　祐輝

△ 常住　　蓮 森永　　淳

× 松本　純平 上村　純一

注 前田　　滉 麻生　慎介

びわこ 5/29 ～ 6/1 深川真二が剛腕発揮！　
藤山翔大も仕上げに自信

キリンカップ2025
深川真二は22年の周年記念Ｖ
を含め当地特別戦での実績は豊
富。陰りのない剛腕さばきで５
回目の当地Ｖを目指す。ただ、
当地では仕上げに自信たっぷり
の藤山翔大は怖い存在。齊藤仁
や桑原悠、若林将、山田祐也ら
ＧⅠ覇者の面々もＶ候補の一角
で、吉川喜継、青木玄太は地元
の意地を示したいところ。

◎ 深川　真二 藤山　翔大

○ 齊藤　　仁 桑原　　悠

△ 若林　　将 山田　祐也

× 吉川　喜継 青木　玄太

注 中村　晃朋 小池　哲也

鳴門 5/17 ～ 21 実力者のそろう
男女混合戦

日本トーター杯競走
５日間の男女混合戦の主力に実
力者がそろった。男子はＳＧ覇
者の茅原悠紀と、地元のエース
級になってきた島村隆幸が２
強。シャープな走りでＶ争いを
演じる。女子には田口節子のビ
ッグネームがある。強敵男子相
手でも互角の戦いをみせるは
ず。岡村慶太は自由自在の攻め
運びで主役を狙う。

◎ 茅原　悠紀 島村　隆幸

○ 田口　節子 岡村　慶太

△ 白水　勝也 牧　　宏次

× 伊藤　将吉 権藤　俊光

注 中岡　正彦 藤山　翔大

住之江 5/13 ～ 18 瓜生正義、今垣光太郎の
ＳＧ覇者が中心スポニチ杯争奪

第59回なにわ賞 瓜生正義、今垣光太郎が参戦。
実力から考えてもこの両者が不
動の主役で間違いない。対抗格
は久田敏之、金子拓矢。両者と
もに実力は確かでエンジン次第
では逆転の目も十分。地元勢で
は馬野耀、石本裕武に期待。特
に石本は自身の最高勝率を更新
するなど近況充実。強敵揃うこ
の舞台でも楽しみな存在だ。

◎ 瓜生　正義 今垣光太郎

○ 久田　敏之 金子　拓矢

△ 横澤　剛治 北川　潤二

× 岡　　祐臣 末永　由楽

注 馬野　　耀 石本　裕武

住之江 5/24 ～ 28 木下翔太が
遠征勢を迎え撃つ報知杯争奪

第43回全国地区選抜戦 地元勢で大将格となるのは木下
翔太。近年は大舞台での活躍か
ら遠ざかっているが３度のＳＧ
優出歴があるように底力は文句
なし。23年12月以来となる優
勝を目指して気合の走りに期待
だ。萩原秀人、佐々木康幸、前
沢丈史は当地で複数回の優勝実
績がある。コース相性は良好で
覇権を争う。

◎ 木下　翔太 萩原　秀人

○ 佐々木康幸 前沢　丈史

△ 松崎祐太郎 高野　哲史

× 永田　啓二 尾上　雅也

注 高憧　四季 関野　　文

尼崎 5/24 ～ 29 地元の尾嶋一広に
期待を込める第24回

報知ローズカップ争奪戦 尾嶋一広が走り慣れた地元水面
で躍動する。ＧＷ開催に登場し
て調整面ではアドバンテージが
あり期待大。小池修平、井上一
輝の大阪コンビが迫る。仲口博
崇は手堅いハンドリングで魅せ
る。作間章は２月Ｖ以来の登場。
あの時のように好エンジンを駆
りたい。なお、近藤来希が地元
でデビュー戦を迎える。

◎ 尾嶋　一広 石塚　久也

○ 小池　修平 下條雄太郎

△ 井上　一輝 今泉　友吾

× 仲口　博崇 若林　義人

注 作間　　章 飛田　江己

尼崎 5/18 ～ 22 好メンバー集結も
原田幸哉、片岡雅裕がけん引「Ｂ面の神戸」ええとこええとこ

ＢＴＳ神戸新開地杯 原田幸哉は昨年６月のグラチャ
ン以来の参戦。一般戦であれば
Ｖ候補筆頭だ。片岡雅裕は23
年７月ＧⅡボートレース甲子園
でＶを飾り全グレード制覇を遂
げたメモリアル水面で対抗格と
なる。成長が著しい中田竜太。
大峯豊は尼崎巧者。地元の和田
拓也も気合が入る。近況好調の
平田忠則、田中和也を要警戒。

◎ 原田　幸哉 平田　忠則

○ 片岡　雅裕 田中　和也

△ 中田　竜太 里岡　右貴

× 大峯　　豊 吉川　昭男

注 和田　拓也 山下　和彦

レース場担当者
常　滑：とこなめ情報　土井勇士
　津　：中日スポーツ・高橋
三　国：実況アナウンサー・高橋敬亮
びわこ：サンケイスポーツ・倉橋智宏
住之江：安達弘持
尼　崎：日刊・北條直治
鳴　門：報知・田代
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宮島 5/12 ～ 17 グランプリレーサーの
毒島誠が大本命！にっぽん未来プロジェクト競走

in宮島 24年は悲願だった黄金のヘル
メットを戴冠したグランプリ覇
者の毒島誠がシリーズの大本命
となる。今年も記念ロードが続
いているが、３月の尼崎と平和
島でＧⅠ優勝とリズムは良好
だ。ただ毒島以外にＡ級レーサ
ーが21名参加しており、個性
派のＡ１級選手が名を連ねてい
るので激戦に期待だ。

◎ 毒島　　誠 服部　幸男

○ 杉山　正樹 岡村　　仁

△ 山口　達也 尾嶋　一広

× 馬袋　義則 金子　和之

注 出畑　孝典 橋本　久和

宮島 5/21 ～ 25 地元の大上卓人が絶好調
仕上げの手腕にも注目

第13回東洋観光グループ杯
今年度初の５日間シリーズ。予
選は３日間と短くなるので先手
必勝が有効打となる。そこでシ
リーズの軸としたのは地元の大
上卓人。最近は記念回りも増え
て機の仕上げが格段にスピード
アップしているので好走必至と
みた。若手で注目は前原大道。
近況は安定して勝率６点オーバ
ーをキープのハイアベレージ。

◎ 大上　卓人 林　　美憲

○ 平尾　崇典 柳沢　　一

△ 栗城　　匠 松本　純平

× 桐本　康臣 永井　　源

注 水摩　　敦 前原　大道

児島 6/1 ～ 5 村岡賢人が
遠征陣を迎え撃つ

日本トーター杯
村岡賢人は枠番に応じた調整で
出足型、伸び型仕様とレースに
幅がある。エンジン出しも充実
しており、スタートの切れも安
定感たっぷりだ。宮之原輝紀は
速攻力に道中のさばきも堅実で
大敗が少ない。黒野元基は舟の
向け方が早く間隙を突くのが巧
い。佐々木完太や原田才一郎も
確実に地力をつけている。

◎ 村岡　賢人 宮之原輝紀

○ 黒野　元基 柳生　泰二

△ 佐々木完太 原田才一郎

× 坂元　浩仁 藤岡　俊介

注 川崎　智幸 山本　隆幸

児島 5/25 ～ 29 海野康志郎が主役だが
激戦ムード倉敷アブレイズ杯争奪　

倉敷市議会議長杯 海野康志郎は前回準Ｖと悔しい
結果となったが、節間オール３
連対と重量級を感じさせない軽
快さが光った。権藤俊光は昨年
５月に走って優勝するなど、得
意水面で大暴れ。石川真二はシ
ビアなコース取りで見せ場を作
る。濱野斗馬は昨年４月の周年
に参戦。上位相手と対戦を経験
して更に進化している。

◎ 海野康志郎 権藤　俊光

○ 石川　真二 濱野　斗馬

△ 安河内　将 杉山　正樹

× 上田　龍星 中島　秀治

注 市川　哲也 乙藤　智史

鳴門 5/31 ～ 6/3 連続で好メンバー激突の
男女混合戦第16回

鳴門商工会議所会頭杯競走 男女混合４日間の短期シリーズ
の主力には湯川浩司、中田竜太、
仲谷颯仁と、特別戦で活躍する
強豪がそろう。地元勢は市橋卓
士に、メキメキと力をつけてき
た四宮与寛が遠征組を迎え撃つ
構えだ。女子も充実。土屋千明、
高田ひかるが男子相手でも力負
けしない走りを披露。井上遥妃
が特注。

◎ 湯川　浩司 中田　竜太

○ 市橋　卓士 仲谷　颯仁

△ 長田　頼宗 船岡洋一郎

× 高田ひかる 四宮　与寛

注 土屋　千明 竹田　辰也

児島 5/18 ～ 23 白井英治が
貫禄の走りを披露するにっぽん未来プロジェクト競走

in児島 白井英治は昨年周年、準優で大
敗。最終日は連勝で締めくくっ
たが、児島今年初参戦の一般戦
となればパワフルな走りで圧倒
する。相手筆頭は守田俊介。前
回は途中帰郷となったが、攻撃
的な走りで雪辱を果たす。地元
の山本修一、Ｖ歴ある池永太も
気迫の走りで待ったをかける。
勢いある井本昌也が侮れない。

◎ 白井　英治 守田　俊介

○ 山本　修一 池永　　太

△ 篠崎　仁志 井本　昌也

× 今井　貴士 市橋　卓士

注 中田　元泰 小池　哲也

児島 5/10 ～ 15 ＳＧ覇者深川真二、岡崎
恭裕に迫る地元の入海馨日刊スポーツ杯・ 

ニッカン・コム杯 深川真二は23年オーシャンカ
ップ以来だが、スローからの仕
掛は的確で７点台の勝率を残す
など安定感がある。岡崎恭裕は
コースを問わずスピード戦を武
器にキッチリと結果を残す。入
海馨は昨年８月の芦屋周年でＧ
Ⅰ覇者の仲間入り。西島義則、
今村暢孝を相手にイン戦で初Ｖ
した地元はメモリアル水面だ。

◎ 深川　真二 岡崎　恭裕

○ 入海　　馨 塩田　北斗

△ 石橋　道友 石塚　久也

× 今村　暢孝 船岡洋一郎

注 酒見　峻介 中山　雄太

丸亀 5/19 ～ 22 地元の三嶌誠司が
強力遠征陣を迎え撃つ

スポーツニッポンカップ
丸亀水面を熟知する三嶌誠司が
地元のアドバンテージでＶ戦線
を引っ張って行く。深川真二が
インガッツあふれるレース運び
で魅せる。井上忠政は４月宮島
ＧⅠで優勝戦進出（レースは荒
天で中止）と近況は好リズムだ。
吉永則雄は２月マクール杯で優
勝。２月徳山ＧⅡＭＢ大賞を制
した堀本和也にも注目。

◎ 三嶌　誠司 深川　真二

○ 井上　忠政 吉永　則雄

△ 堀本　和也 高橋　竜矢

× 金田　　諭 森永　　淳

注 小林　文彦 宮下　元胤

92S u p e r  B o a t  M a g a z i n e  M a c o u r

下関 5/21 ～ 25 地元の柳生泰二が
主役筆頭も大混戦は必至ＭＮＢＲ下関２nd　

西日本スポーツ杯 大接戦が予想されるが、地元の
柳生泰二に期待したい。１月の
当地お正月シリーズでは４カド
まくりで今年初Ｖ。４月の津周
年記念では一昨年３月の三国周
年以来となるＧⅠ優出を果たし
好リズムを刻む。地元若松クラ
シックでＳＧ初優出（準Ｖ）の塩
田北斗や、桑原悠、古賀繁輝、
赤坂俊輔の九州勢も強力だ。

◎ 柳生　泰二 塩田　北斗

○ 桑原　　悠 古賀　繁輝

△ 赤坂　俊輔 吉田凌太朗

× 高倉　和士 清水　敦揮

注 前田　聖文 郷原　章平

下関 5/29 ～ 6/3 寺田祥、吉川元浩、
辻栄蔵が３強を形成

スポーツ報知杯
丸亀ＳＧオールスターの裏開催
で一般戦と思えない豪華メンバ
ーが参戦。中でも地元の寺田祥
は負けられない戦いとなる。Ｓ
Ｇ覇者の吉川元浩、辻栄蔵が寺
田にとって強敵となる。地元勢
では大峯豊、谷村一哉の主役級
もＶ争いは必至。当地Ｖ歴のあ
る藤原碧生もスピードを武器に
優勝戦線に名乗りを上げる。

◎ 寺田　　祥 吉川　元浩

○ 辻　　栄蔵 大峯　　豊

△ 谷村　一哉 藤原　碧生

× 妹尾　忠幸 栗城　　匠

注 石丸　海渡 金子　賢志

下関 5/15 ～ 19 佐藤翼と羽野直也が
一騎打ちＭＮＢＲ下関１st　

楽天銀行賞 佐藤翼と羽野直也の一騎打ち
だ。佐藤は昨年11月の当地Ｓ
Ｇチャレンジカップで優出（５
着）し、悲願のグランプリ初出
場。今年も１月大村ＧⅡモータ
ーボート誕生祭を制した。羽野
は今年３月の宮島で約１年３か
月ぶりのＶ。共に丸亀オールス
ターが控えているだけに、ここ
でリズムを上げたいところ。

◎ 佐藤　　翼 羽野　直也

○ 西村　拓也 長尾　章平

△ 古澤　光紀 山田　祐也

× 前田　篤哉 北山　康介

注 山崎　哲司 荒井　翔伍

宮島 5/28 ～ 6/1 地力上位の新田雄史が
V戦線を巧みにリードＢＴＳ安芸高田開設６周年

サンフレッチェ広島カップ 新田雄史がV本命となる５日間
決戦。今年３月に若松で行われ
たＳＧ「第60回ボートレースク
ラシック」では準優１着も不良
航法となり賞典除外で優出を逃
してしまったが予選は４位と地
力ある所をしっかり見せつけて
おり、今大会も堂々の大本命だ。
これに挑む地元の高橋竜矢と西
野翔太の奮闘にも期待。

◎ 新田　雄史 深井　利寿

○ 吉永　則雄 渡邉　優美

△ 高橋　竜矢 安河内　健

× 濱崎　直矢 西野　翔太

注 武重　雄介 宮崎　　奨

徳山 5/19 ～ 24 好調・濱崎直矢が
主導権を握る！日本モーターボート選手会

会長賞 濱崎直矢は今年３Ｖと好調で、
リズムに乗ってシリーズを駆け
抜ける。宮之原輝紀は３月当地
ルーキーシリーズでまさかの予
選敗退と苦戦したが、４月に三
国で今年２度目のＶと調子は戻
った。貫禄の走りに期待だ。実
力上位の木村仁紀、佐藤博亮の
ほか、地元勢では６年ぶりＶで
勢いに乗る向井美鈴に注目。

◎ 濱崎　直矢 宮之原輝紀

○ 木村　仁紀 佐藤　博亮

△ 向井　美鈴 江本　真治

× 酒見　峻介 横田　貴満

注 枝尾　　賢 末永　祐輝

若松 5/12 ～ 15 当地連続優勝中の坪井康晴
に守屋美穂が挑む

山口シネマカップ
当地では周年制覇歴もある坪井
康晴は１年半ぶりの登場になる
が、2023年に２回当地を走り
あっさりと連続優勝。今節は３
連覇がかかる。その坪井に一番
の強敵は当地で４回の優勝実績
がある守屋美穂か。その他にも
近況好調な秦英悟をはじめ徳増
秀樹、松田祐季、稲田浩二ら主
力陣の層はかなり厚い。

◎ 坪井　康晴 守屋　美穂

○ 秦　　英悟 徳増　秀樹

△ 松田　祐季 稲田　浩二

× 小野　生奈 松尾　　充

注 下出　卓矢 川上　　剛

徳山 5/31 ～ 6/4 原田篤志が
地元の意地を見せる

西部記者クラブ杯争奪戦
原田篤志は昨年12月に当地で
Ｖ。２月中国地区選でも予選突
破と当地では安定感が光る。地
元御大としての役割を果たす。
徳増秀樹は今年３Ｖと調子が良
く今回も見せ場を作る。今井貴
士は春先から復調ムード。当地
好相性の大須賀友もＶ戦線を盛
り上げる。地元勢で若手の山崎
祥に期待したい。

◎ 原田　篤志 徳増　秀樹

○ 今井　貴士 中田　元泰

△ 上平　真二 大須賀　友

× 鶴本　崇文 渋谷　明憲

注 山崎　　祥 田川　大貴

若松 5/17 ～ 20 ダービー出場を目指すほど
近況絶好調の柴田光

ビッグベアーズカップ
前期は自己ベストの勝率を叩き
出したベテランの柴田光。１度
はＳＧに出場したいと、10月
の津ダービー出場へ向けて奮闘
中。地元の石川真二や当地で
24場制覇の山田哲也、大阪か
ら木下翔太、上田龍星も参戦と
ここも主力陣の層はかなり厚
い。尾上雅也は当地に３回参戦
して３回とも優出と相性抜群。

◎ 柴田　　光 石川　真二

○ 山田　哲也 尾上　雅也

△ 木下　翔太 上田　龍星

× 森定　晃史 谷津　幸宏

注 乙藤　智史 池田　雄祐

レース場担当者
丸　亀：Ａ
児　島：Ｓ・O
宮　島：ＢＲ宮島専属記者 宮崎経督
徳　山：日刊・渕上
下　関：西日本スポーツ・岡部
若　松：スポーツ報知・井上誠之
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下関 5/21 ～ 25 地元の柳生泰二が
主役筆頭も大混戦は必至ＭＮＢＲ下関２nd　

西日本スポーツ杯 大接戦が予想されるが、地元の
柳生泰二に期待したい。１月の
当地お正月シリーズでは４カド
まくりで今年初Ｖ。４月の津周
年記念では一昨年３月の三国周
年以来となるＧⅠ優出を果たし
好リズムを刻む。地元若松クラ
シックでＳＧ初優出（準Ｖ）の塩
田北斗や、桑原悠、古賀繁輝、
赤坂俊輔の九州勢も強力だ。

◎ 柳生　泰二 塩田　北斗

○ 桑原　　悠 古賀　繁輝

△ 赤坂　俊輔 吉田凌太朗

× 高倉　和士 清水　敦揮

注 前田　聖文 郷原　章平

下関 5/29 ～ 6/3 寺田祥、吉川元浩、
辻栄蔵が３強を形成

スポーツ報知杯
丸亀ＳＧオールスターの裏開催
で一般戦と思えない豪華メンバ
ーが参戦。中でも地元の寺田祥
は負けられない戦いとなる。Ｓ
Ｇ覇者の吉川元浩、辻栄蔵が寺
田にとって強敵となる。地元勢
では大峯豊、谷村一哉の主役級
もＶ争いは必至。当地Ｖ歴のあ
る藤原碧生もスピードを武器に
優勝戦線に名乗りを上げる。

◎ 寺田　　祥 吉川　元浩

○ 辻　　栄蔵 大峯　　豊

△ 谷村　一哉 藤原　碧生

× 妹尾　忠幸 栗城　　匠

注 石丸　海渡 金子　賢志

下関 5/15 ～ 19 佐藤翼と羽野直也が
一騎打ちＭＮＢＲ下関１st　

楽天銀行賞 佐藤翼と羽野直也の一騎打ち
だ。佐藤は昨年11月の当地Ｓ
Ｇチャレンジカップで優出（５
着）し、悲願のグランプリ初出
場。今年も１月大村ＧⅡモータ
ーボート誕生祭を制した。羽野
は今年３月の宮島で約１年３か
月ぶりのＶ。共に丸亀オールス
ターが控えているだけに、ここ
でリズムを上げたいところ。

◎ 佐藤　　翼 羽野　直也

○ 西村　拓也 長尾　章平

△ 古澤　光紀 山田　祐也

× 前田　篤哉 北山　康介

注 山崎　哲司 荒井　翔伍

宮島 5/28 ～ 6/1 地力上位の新田雄史が
V戦線を巧みにリードＢＴＳ安芸高田開設６周年

サンフレッチェ広島カップ 新田雄史がV本命となる５日間
決戦。今年３月に若松で行われ
たＳＧ「第60回ボートレースク
ラシック」では準優１着も不良
航法となり賞典除外で優出を逃
してしまったが予選は４位と地
力ある所をしっかり見せつけて
おり、今大会も堂々の大本命だ。
これに挑む地元の高橋竜矢と西
野翔太の奮闘にも期待。

◎ 新田　雄史 深井　利寿

○ 吉永　則雄 渡邉　優美

△ 高橋　竜矢 安河内　健

× 濱崎　直矢 西野　翔太

注 武重　雄介 宮崎　　奨

徳山 5/19 ～ 24 好調・濱崎直矢が
主導権を握る！日本モーターボート選手会

会長賞 濱崎直矢は今年３Ｖと好調で、
リズムに乗ってシリーズを駆け
抜ける。宮之原輝紀は３月当地
ルーキーシリーズでまさかの予
選敗退と苦戦したが、４月に三
国で今年２度目のＶと調子は戻
った。貫禄の走りに期待だ。実
力上位の木村仁紀、佐藤博亮の
ほか、地元勢では６年ぶりＶで
勢いに乗る向井美鈴に注目。

◎ 濱崎　直矢 宮之原輝紀

○ 木村　仁紀 佐藤　博亮

△ 向井　美鈴 江本　真治

× 酒見　峻介 横田　貴満

注 枝尾　　賢 末永　祐輝

若松 5/12 ～ 15 当地連続優勝中の坪井康晴
に守屋美穂が挑む

山口シネマカップ
当地では周年制覇歴もある坪井
康晴は１年半ぶりの登場になる
が、2023年に２回当地を走り
あっさりと連続優勝。今節は３
連覇がかかる。その坪井に一番
の強敵は当地で４回の優勝実績
がある守屋美穂か。その他にも
近況好調な秦英悟をはじめ徳増
秀樹、松田祐季、稲田浩二ら主
力陣の層はかなり厚い。

◎ 坪井　康晴 守屋　美穂

○ 秦　　英悟 徳増　秀樹

△ 松田　祐季 稲田　浩二

× 小野　生奈 松尾　　充

注 下出　卓矢 川上　　剛

徳山 5/31 ～ 6/4 原田篤志が
地元の意地を見せる

西部記者クラブ杯争奪戦
原田篤志は昨年12月に当地で
Ｖ。２月中国地区選でも予選突
破と当地では安定感が光る。地
元御大としての役割を果たす。
徳増秀樹は今年３Ｖと調子が良
く今回も見せ場を作る。今井貴
士は春先から復調ムード。当地
好相性の大須賀友もＶ戦線を盛
り上げる。地元勢で若手の山崎
祥に期待したい。

◎ 原田　篤志 徳増　秀樹

○ 今井　貴士 中田　元泰

△ 上平　真二 大須賀　友

× 鶴本　崇文 渋谷　明憲

注 山崎　　祥 田川　大貴

若松 5/17 ～ 20 ダービー出場を目指すほど
近況絶好調の柴田光

ビッグベアーズカップ
前期は自己ベストの勝率を叩き
出したベテランの柴田光。１度
はＳＧに出場したいと、10月
の津ダービー出場へ向けて奮闘
中。地元の石川真二や当地で
24場制覇の山田哲也、大阪か
ら木下翔太、上田龍星も参戦と
ここも主力陣の層はかなり厚
い。尾上雅也は当地に３回参戦
して３回とも優出と相性抜群。

◎ 柴田　　光 石川　真二

○ 山田　哲也 尾上　雅也

△ 木下　翔太 上田　龍星

× 森定　晃史 谷津　幸宏

注 乙藤　智史 池田　雄祐

レース場担当者
丸　亀：Ａ
児　島：Ｓ・O
宮　島：ＢＲ宮島専属記者 宮崎経督
徳　山：日刊・渕上
下　関：西日本スポーツ・岡部
若　松：スポーツ報知・井上誠之
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若松 5/23 ～ 26 クラシックのリベンジに
燃える地元の松田大志郎

パイナップルナイターカップ
福岡支部の中でも代表的な一般
戦の鬼とも言うべき松田大志郎
は昨年Ｖ６で３月の当地クラシ
ックに出場。不運な転覆があり
予選敗退してしまったが、一般
戦では圧倒的な主役。地元勢は
中亮太、山ノ内雅人もＶ戦線に
絡む。好調な森永隆、長尾章平
の山口コンビや若手では竹間隆
晟と藤田俊祐の走りが楽しみ。

◎ 松田大志郎 森永　　隆

○ 長尾　章平 竹間　隆晟

△ 四宮　与寛 末永　由楽

× 中　　亮太 麻生　慎介

注 藤田　俊祐 山ノ内雅人

唐津 5/27 ～ 31 今年も好調キープの
中辻崇人が白星量産

マンスリーBOATRACE杯
昨年最多勝利タイトルを獲得し
た中辻崇人は今年も３Ｖと好調
持続。59周年覇者は一般戦４
節連続優出中で当地はドル箱水
面。女子はＡ１級の藤原菜希が
果敢な攻めで男子に挑む。水谷
理人も注目で、昨年６月一般戦
は当地初参戦ながら予選突破。
準優でＦを切ったがスケール大
きな走りで節間４勝をマーク。

◎ 中辻　崇人 吉村　正明

○ 高田　　明 石橋　道友

△ 藤原　菜希 竹田　和哉

× 島田　賢人 白水　勝也

注 水谷　理人 野田　彩加

唐津 5/19 ～ 24 宮地元輝が
格の違いを見せつける

日刊スポーツ杯
地元正月戦を制した宮地元輝
は、下関周年Ｖ、若松のＳＧク
ラシックで優出と安定ペース。
今年２Ｖと勝負強さも身につけ
た常住蓮とともに72周年に向
けて弾みを付ける。加藤翔馬は
完全復調でスピード戦は見どこ
ろの一つ。思い切りがいい島川
海輝、イン水域が主戦場の今村
暢孝もＶ争いに顔を出す。

◎ 宮地　元輝 常住　　蓮

○ 船岡洋一郎 藤岡　俊介

△ 君島　秀三 加藤　翔馬

× 小林　　泰 溝口海義也

注 島川　海輝 今村　暢孝

芦屋 5/25 ～ 30 芦屋ＡＬ3連覇狙う
川野芽唯がシリーズを牽引オールレディース　

マクール杯 大会３連覇がかかる川野芽唯を
筆頭に、小野生奈や魚谷香織、
中川りなら地元勢が強力布陣で
遠征勢を迎え撃つ。寺田千恵と
岩崎芳美の元地元ベテランコン
ビや海野ゆかり、大瀧明日香、
細川裕子の安定勢力だけでな
く、芦屋で上がりタイムを出し
て第１回スピードクイーンに出
場した上田紗奈も侮れない。

◎ 川野　芽唯 寺田　千恵

○ 小野　生奈 細川　裕子

△ 魚谷　香織 大瀧明日香

× 海野ゆかり 上田　紗奈

注 岩崎　芳美 中川　りな

芦屋 5/11 ～ 16 芦屋ドル箱の峰竜太参戦
渡邉和将ら強豪が集う

ＢＴＳ嘉麻開設13周年記念
ＧⅠ開催のない期間で、上位陣
に豪華メンバーが集結する。特
に存在感の光る峰竜太は芦屋Ｇ
Ⅰ６Ｖと水面実績も断トツだ。
四国チャンプの渡邉和将や復活
顕著な丸岡正典、板橋侑我、水
摩敦など強力な決め手を持つ選
手、永井源や松崎祐太郎、桐本
康臣ら安定感のある選手と様々
な個性が激突する。

◎ 峰　　竜太 渡邉　和将

○ 丸岡　正典 板橋　侑我

△ 水摩　　敦 永井　亮次

× 松崎祐太郎 畑田　汰一

注 内堀　　学 桐本　康臣

大村 5/10 ～ 14 燃えるエース原田幸哉VS
真剣勝負・山口剛ミッドナイトボートレース

in大村　３ 長崎支部のエース原田幸哉がミ
ッドナイトに登場。ＧＷの地元
戦はマスターズチャンピオンと
開催が重なったため、今回が満
を持しての登場だ。ライバルは
山口剛。大村は昨年ＧⅠ周年と
ＳＧオーシャンカップで優出し
ている。今年すでにＧⅠを勝っ
ている山田康二や、力を付けて
いる新開航も優勝候補。

◎ 原田　幸哉 山口　　剛

○ 山田　康二 新開　　航

△ 長田　頼宗 吉田凌太朗

× 梶野　学志 前田　　翔

注 溝口海義也 西舘　　健

大村 5/19 ～ 24 女子戦では圧倒的な強さ
を誇る守屋美穂の独壇場ヴィーナスシリーズ第５戦

マクール杯 守屋美穂は昨年12月の下関オ
ールレディースから今年４月桐
生ヴィーナスシリーズまで10
節連続優出。尼崎と桐生では優
勝した。また、４月津では５着
だったが、それまでイン戦は
25連勝と強かった。女子戦で
は抜けた存在だ。今井裕梨、松
尾夏海、清埜翔子に勢い。中谷
朋子は近況優出が減っている。

◎ 守屋　美穂 今井　裕梨

○ 松尾　夏海 清埜　翔子

△ 中谷　朋子 平田さやか

× 落合　直子 櫻本あゆみ

注 片岡　恵里 黒澤めぐみ

レース場担当者
芦　屋：スポーツ報知・井上泰宏
唐　津：報知・高木
大　村：報知・長谷
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　対象レースにおけるトップのポイントを獲得したのが佐藤翼。
第４弾の大村モーターボート誕生祭で優勝したほか、第２弾の
三国周年でも優出３着の活躍。第５弾の唐津周年では予選突破。
７＋４＋１＝13点を獲得した。指名回数でも3節合計で345回
で6位に入り、トトファンの人気にしっかり応えた。
　毎月の激ウマグルメの対象となる月間最高得点は、20点超え
が目安になるが、優勝ボーナスが付与される最終戦（SGクラシ
ック）では、佐藤隆太郎がSG初優出・初優勝となったため、最
高得点が18点。トト的には大波乱の結末となった。
　本命筋できっちりポイントを重ねていくのがトトの王道と言
えるが、ポイント上位20位の中に、指名数上位の選手はあまり
入っていない。指名1位の毒島誠は3節で4ポイントと期待に応
えられなかった。やはりどこかで大穴を取れるかどうかが、ロ
ングランの戦いを制するカギを握りそうだ。

佐藤翼がトト的ＭＶＰ獲得！
本命も重要だが大穴を狙う勇気

○獲得ポイント上位20 ○指名数上位20

ギフトカード３万円を狙え！

前クールデータを吟味し攻略法を探る!!

第１弾

GⅠ
ウェイキーカップ（多摩川）

優勝 吉田　拡郎
最高得点 20点

第２弾

ＧⅠ
北陸艇王決戦（三国）

優勝 下出　卓矢
最高得点 23点

第３弾

ＰＧⅠ
クイーンズクライマックス
シリーズ（蒲郡）

優勝 遠藤　エミ
勝浦　真帆

最高得点 20点

第４弾

GⅡ
モーターボート誕生祭（大村）

優勝 佐藤　　翼
最高得点 23点

第５弾

ＧⅠ
全日本王者決定戦（唐津）

優勝 末永　和也
最高得点 21点

最終戦

SG
ボートレースクラシック（若松）

優勝 佐藤隆太郎
最高得点 18点

順位 登番 選手名 得点
1 4573 佐藤　　翼 13
2 4851 関　　浩哉 11
2 4847 佐藤隆太郎 11
4 4337 平本　真之 10
4 3719 辻　　栄蔵 10
6 3941 池田　浩二 8
6 4415 下出　卓矢 8
6 5084 末永　和也 8
6 4503 上野真之介 8
10 4166 吉田　拡郎 7
10 4884 勝浦　真帆 7
12 4240 今井　裕梨 6
12 3779 原田　幸哉 6
12 4566 塩田　北斗 6
15 4324 海野康志郎 5
15 4537 渡邉　和将 5
15 4502 遠藤　エミ 5
15 4963 實森　美祐 5
15 4371 西山　貴浩 5
20 4238 毒島　　誠 4

順位 登番 氏名 指名回数 出場回数
1 4238 毒島　　誠 796 3
2 4320 峰　　竜太 759 3
3 4262 馬場　貴也 603 3
4 3783 瓜生　正義 400 4
5 3941 池田　浩二 370 2
6 4573 佐藤　　翼 345 3
7 3779 原田　幸哉 326 3
8 4851 関　　浩哉 310 3
9 4502 遠藤　エミ 291 4
10 4482 守屋　美穂 290 1
11 4445 宮地　元輝 250 2
12 4371 西山　貴浩 245 2
13 4050 田口　節子 236 1
14 3960 菊地　孝平 228 2
15 4831 羽野　直也 220 4
16 4418 茅原　悠紀 213 1
17 4444 桐生　順平 197 1
18 4503 上野真之介 196 3
19 4013 中島　孝平 193 1
20 4500 山田　康二 184 3

トトカ
ルチョ

対象レ
ース

RESUL
T

95 S u p e r  B o a t  M a g a z i n e  M a c o u r


	macour06_088
	macour06_089
	macour06_090
	macour06_091
	macour06_092
	macour06_093
	macour06_094

